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平成２３年１０月４日 

湖風会「彦機会」 

記録：藤浪市郎 

平成２３年１０月（６８回）彦機会＋学友会準備チーム合同幹事会の記録 

  秋の彼岸も過ぎ、すっかり秋の空気に入れ替わり過ごし易い季節となりました。 

  パナソニックリゾート大阪の会議室から見えた栗の木には大きなイガがはじけていた。実りの秋も

本番である。 

  本日も前回同様、工学部学友会準備チームとの合同会議という形で開催し、１１月２０日開催の総

会に向けての準備について熱く討議した。 

（１）日 時 ：平成２３年１０月２日（日）１０：００～１５：００ 

 （２）場 所 ：パナソニックリゾート大阪 第５会議室 

 （３）出席者 ：内片副会長、松下副会長、立入副会長、藤田常任幹事、国領常任幹事、 

山添常任幹事、林、長谷、平野、若林、藤浪―敬称略 

 （４）議事内容 （今回、吉田会長が都合で欠席されたので国領常任幹事が議長を担当された。） 

    配布資料： 第 6 回彦機会総会・工学部学友会設立総会 準備日程（D 版） 

          冊子（案）－表紙、次第、役員候補者リスト、会則（案）化学系学年幹事名簿 

          会場看板デザイン（案） 

    ＜討議事項＞ 

１、第 6 回彦機会総会・工学部学友会設立総会について 

  配布資料である「第 6 回彦機会総会・工学部学友会設立総会 準備日程（D 版）」をベース

に総会の段取りについて話し合った。 

 ⅰ 会場手配 

  ① 会場は「パナソニックリゾート大阪」で予約確定済みである。人数は８０名で申込み。 

      ② 会場は、最終決定ではないが、前回（第５回記念総会）と同じで、総会は西館１階第１

会議室（定員９０名―３×１０列×３人掛け）、懇親会は本館１階オーロラの間（定員

８０名―８名×１０卓）になる可能性が大きい。 

当日の出席者数が確定したら、レイアウト、席順等を決定する。 

懇親会場１０卓になるとマンドリン演奏のスペース確保が苦しくなるかもしれない。  

      ③ アンサンブルひこねのマンドリン演奏に関する確認事項（出演者名簿、会員か否か、交

通費、曲名、合唱の可否、その他）は吉田会長に依頼している。（当日電話で再確認） 

      ④ 看板は、当日示した藤浪案をベースに、４２０ｍｍ幅の分は 湖風会のフォントを他文

字と同程度に合わせて手配する。 

      ⑤ 次第の揮毫
き ご う

は西澤顧問にお願いする。（10/1 山添常任幹事から確認をしていただいた） 

      ⑥ 受付は前回と同要領とする。（長机２ケ） 

       受付担当は今回女性がおられないので、３名体制とし、藤田・長谷・若林の各位にお願 

いする。 

      ⑦ 総会・懇親会の次第は国領常任幹事案の通りとするが、懇親会 アンサンブルひこねの

演奏（後半）の合唱は、可否の確認が取れていないので消しておく。 

      ⑧ 参加者の席表示は、総会会場は全員に、懇親会会場は来賓・協賛会員のみ A4 ６枚取り

のサイズの名札を置く。 

      ⑨ 名札（名刺サイズ）には、総会御席、懇親会御席を刷り込む。会員肩書きは彦機会役職

までとする。 

       工学部学友会会長のみ別途用意しておき、懇親会場では差し替えてもらう。 
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      ⑩ パーティメニューは１１月６日幹事会で決定するが、グレードは再検討する。 

      ⑪ 会旗は変更するが、その手配は林 正信さんにお願いしている。（１０月２２日のクラス

会で打合せする予定）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      注：上記会旗のデザインは、学友会・湖風会・工学部のコピー（文章）を示したもので 

フォント及びそのサイズや色調を示すものでは無い。ファント及びサイズ、色調は現 

在の旗に準じて作成するものとする。 

 

総会当日に可能な限り間に合わせていただくようにお願いするが、最悪の場合は新旧と

も無い状態も有りうる。（現品染め替えの場合） 

 ⅱ 冊子について 

    国領常任幹事にご足労願っている案について検討した。 

  ① 表紙デザインは原案通りとする。 

 ② 次第のうち、ⅰ－⑦記載のようにアンサンブルひこね 演奏（後半）の「合唱」は省く。 

 ③ 湖風会「工学部学友会」設立経過の説明の後、設立の発議と承認があるが、学部同窓会

としての工学部学友会は湖風会で承認されていることなので、承認は役員人事と会則の

みではないかという意見が出された。 

  案内状に記載のように、「彦機会」が発展的に「工学部学友会」に移行し本日ここにス

タートすることについて皆さん改めてご承認頂きたい程度のニュアンスでどうか。 

④ 彦機会会長の挨拶文が未入稿である。当日松下副会長から電話で督促をしているので 

  入稿を確認する。 

      ⑤ 来賓の祝辞（松下学部長・山根教授・岡田湖風会会長）は入稿済みである。 

      ⑥ 彦機会活動状況（実績表）はＡ３サイズの折り畳みとなる。 

      ⑦ 会社訪問活動及び、同好会だよりは湖風会テニスの集いを含めて原稿作成済み。 

      ⑧ 工学部学友会設立経緯は済み。 

      ⑨ 学友会役員候補名簿のうち、藤波→藤浪に訂正する。尚、各人の所掌内容は正式発足後 

       「工学部学友会」の目的を達成する事業内容の分担を別途決定する。 

      ⑩ 出席者名簿は当初日程が若干遅れるが１０月末には纏め上げる。纏まったら名札その他

の準備があるので藤浪にメールする。 

      ⑪ 学年幹事の名簿、機械科は整備済み、化学科については今回が初めてで現在１２名決定、 

       追々未決定学年を埋めていく。（中川春美さんはＳ６１） 

       又、県大生分は今回間に合わないが、大学の協力も得ながら整備していく。 

      ⑫ 企業広告に協力頂ける所は、現状でＯＫＭさん・森精機器さんが２口、長濱製作所さん・

藤井合金さん・田頭さん・湖風会が１口、計８口である。更に呼びかけを行なう。 

         ⑬ 冊子のプリント部数は 100 部とするが、学年幹事への送付、大学関係者からの要望が出

る可能性があるので別途増刷を検討する。 

 

  
湖風会 工学部 
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      ⑭ 来賓は県大関係が内藤名誉教授・田中名誉教授･松下学部長・菊池学科長・山根教授及

び、岡田湖風会会長の６名。 

       協賛会員は湖風会副会長の小林 匡哉・松下 恭明・辻 ひとみ・北川孝雄の各位、湖風

会役員の植田 儀一郎さんの計５名が確定している。 

       リボン（大）を付けて頂くのは、来賓と会長のみとする。 

        ⑭ 当日冊子と県大キャンパスガイド、県大 jiman をセットにして封筒に入れる。 

       従って封筒の準備は１００枚とする。 

     ⅲ その他 

      ① 寄付金のあり方について討議した結果、種々意見が出されたが結論として今回も以前ま

での要領で寄付のお願いをすることとした。 

       お願いは、会長挨拶の最後に行なう事とする。次回からは再検討する。 

      【意 見】 

       ・今まで真剣に考えてこなかったが、工学部学友会の活動を円滑に行っていくためには

資金集めをシステム化していかなければならない。 

       ・寄付をお願いすると、だんだん参加者から嫌がられ参加者の減少に繋がるのではない

かと懸念される。 

       ・過去の実績で寄付金（テレカ含む、助成金は含まず）が無かった場合の収支は、 

        第１回 +86,217 円、第２回 △87,976 円、第３回 △56,136 円、 

第４回 △190,207 円、第５回 +28,238 円（但し企業広告収入が 110,000 円有り） 

で、収支決算は赤字であった。（△は赤字） 

この赤字が補填できるだけの活動費が湖風会から上乗せして助成されればやってい

ける。 

       ・会費に運営費を 1,000 から 2,000 円上乗せして賄う方法も考えられる。 

       ・会員から会費を徴収することも考えられる。ただ徴収する会員の範囲をどう考えるの

か、会員資格を有する短大機械科・化学科、県大工学部の卒業生全員となるととても

実現性が薄くなる。 

       ・現状の実力では、寄付をお願いして協力してやろうといわれる好意は受けてもいいの

ではないか。 

       ・いずれにしても、今後の運営方法は開催会場の選定も含めて別途検討を要する。 

      ② マンドリンの演奏者数は未定ではあるが、会員以外の方の食事は食堂で＠1,000 円程度

で喫食して頂くこととし、謝礼も交通費程度とする。 

      ③ 来賓の帰途の交通は、タクシーを２台手配し、ＪＲ茨木駅までを送迎し運転手に 2,000

円程度渡しておくことにしたい。 

      ④ 集合写真のプリントは小池さんにお願いすることになっているが、可否を立入副会長か

ら確認して頂く。 

      ⑤ 集合写真の撮影は、第１会議室は天井の鏡に写りこみがあり、環境としては良くない。

他の場所（ロビー、屋外など）を考える。 

      ⑥ 締め乾杯をお願いする奥村顧問には、国領常任幹事から依頼の念押しをして頂く。 

      ⑦ スナップ写真は藤浪の担当となっているが、懇親会場は化学科の平野さんにもお願いす

る。 

      ⑧ １１月２０日総会当日は次回最終確認するが午前９時を目処に集合すること。 

      ⑨ １１月に発行される湖風会報第３号に「工学部学友会」設立の記事掲載をしてもらい 

ＰＲした方が良いと思われる。原稿を国領常任幹事→松下副会長→事務局へ送る。 

＜報告事項＞ 

    １、湖風会関連報告（松下副会長より） 
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      ① ８月２７日名簿管理委員会開催 

湖風会報第３号の発送にあったって、効率的に遂行できる名簿のメンテナンスをするた 

め、住所丌明者の情報を求めるなどの書類が同封される。協力をお願いする。 

会報は１２月１日までに届くように手配されている。 

      ② ９月１０日役員会開催 

      ・岡田新会長の下での第１回目の役員会で、先般の通常総会の議事録が配布された。 

       総会の議事録についてはＨＰへのアップは行なわない。 

      ・各委員会への担当者の割り振りがあった。彦機会の松下副会長に就職支援委員会の委員

長を打診されたが、遠方でもあり滋賀県下での動きが取れないということで断わった。 

       植田さん（農業）に決定（今回の総会に協賛会員として参加予定） 

      ・１１月２０日開催の総会の案内とＰＲをしておいた。 

       ・ ９月４日近畿支部設立準備会議開催 

       彦機会に松下副会長のみに案内があったが、工学部学友会の立ち上げと、軌道に乗せる

のに忙しいとの理由でお断りした。 

       工業部から化学科１名、建築科３名、家政・看護が各１名、県大から１名、（農業はな

し）が参画された。目標として平成２４年３月１１日に設立総会を開催してスタートさ

せたいとの報告があった。 

     ③ １０月１日湖風会報発行の打合せ（彦根）、及び、名簿管理委員会（草津）が開催された

が欠席した。 

       

                                          以上。 

 

次回幹事会   日時： 平成２３年１１月６日（日）１０：００～ 

              場所： パナソニックリゾート大阪 ロビー 

                  次回も、工学部学友会準備チームとの合同会議となります。 

              議題： 総会の準備最終確認 

                   

 

 

 

 


